
























































































































































































































































































































































































































































































































「 一 一 一
国史記」新羅本紀
真徳




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た衝激は大きかった。即ち、唐太宗の連枝を王に戴い 自国を守るこ主は、新羅の現状打解には最も効果的であろうが、この案を受け入れることは、新羅の自立を放棄することに他ならな 。然も、普徳王を戴く現状では唐太宗の指摘する如く、窮地脱却は至難なことであり、唐の援兵も望めない 。唐太宗の凹的何にあるかは明か
で
ある。云う迄もなく新羅の完全掌握にある。











( 7 )  






















真徳王代、事実上金庚信が政局を掌握し る である。これは関川等慶州豪族勢力を無視出来なかった故と考えられる。その一例として閑川の上大等任官がある。これは新羅社会 持つ排他的
(8 )  
な骨品体制の障害を崩すまでにはいかなか ため あろう。骨
(9 )  



















































































































































































































一行動をとっていたとすることが出来る。前掲、善徳王十一年の記事からも推察することが出来よう。では 何故に金庚信 金春秋との政治的結托を企てたのであろ か。次に触れてみる。
さて、金庚信が金春秋に政治的な接近を図ったこと、また、金






























麗交渉に従事しながら 新羅政局からは、無視され いる である。善徳
王の即位事情に見られる異例の王位継京が慶州豪族勢力










































































































































議 い 徳 王
の即位は異例であ た。また、後世、その王位継承を王統化すると
で
何等かの理由付けが必要であっ
た
ろう。そこに、聖・真両日付
の区別が生じたと思われる
Q
本稿では詳しく触れぬが
、
筆者は聖
一
一一一
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第
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号
一二四
- 真
両骨関係記事
の
記載から考えて、聖・
真両骨の区別が事実存
在したとは考えられないのである。
以上の如く、金春秋の王位継承は単なる王統の移行だけではな
く、新羅史を大きく転換させた新羅政局の勢力交代の現われであり、また、新羅最盛期を出現せしめる要因をなしている
ので
あ
る
Q
さらに、新
羅史上の
問題たる
時代区分
・ 聖 ・
真
両骨区分
の分
岐点に位置付けられている如 、新羅国家に一時代を画するもである。この聖・真両骨については後日に譲るが、金春秋の新羅王位継承が新羅史
に
占る意義については一応
の
考証をしたつもり
である。御叱正を賜われば幸甚である。
